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論文内容の要旨
本論文は本文6草と補論からなる。要旨は以下の通り。
第 l挙ーでは、筆者の問題意識と研究課題がホされ、華人企業研究の意義が語られた。華人企業はアジア
の経済発展に大きな役割を果たしたが、実態は椅めて不明確で、時として誤解されてきた。特に、エスニ
シティーの共通性を過度に強調する見解に反対している@
第2章第 l節と 2節では、基僑の歴史を遡り、地縁、血縁、業縁による繋がりの形成を示した。第3節
ではまた華僑と華人の違いにも触れ、在住国の国籍だけを問題にすべきではなく、中国との実態的つなが
りを見るべきだと主張した。
第3章は、木純文の理論的基礎として、第 l節で戦後のアジア経済に関する主な先行研究、第2節で華
人企業の伝統的な家族経営から近代的経常システムへの転換が取り.卜げ、られた。これらを受けた具体的な
事伊!として、第4節ではタイ CPグループの組織機構と事業展開が特徴づけられた。
第4章では、華人企業グループの成功事例として香港の李嘉誠が率いる長江実業が考察された。それは
香港経済の発展を反映し、巾同の政治経済情勢の激変に影響されながら成長してきたことを示した。
第5草では、華人企業が厳しい環境におかれたマレーシアのケースが取り上げられ、ブミプトラ政策で
差別されながらも、様々な対策を講じて大きく発展したとされた。その対策には、協同組合化による規模
の拡大、ブミブトラとの協力による現地化の進展、有力政治家とのコネクションの拡大による『政商」型
ビジネスの発展などがあったことが紹介された。
第6草は全体のまとめと展望で、本論文で明らかにされた華人企業の特徴を整理し、 1997午のアジア通
貨危機後の情勢認識が不された。筆者は、今後の華人企業グループの発展には経首の近代化が必要だとし、
それには家父長的性格からの脱却、 ln来の人的ネットワークを超えた情報ネットワークの構築等が課題だ
とした。なお補論とされた英語の小論文は、 2医者がウエスコンシン大学の学会で報告したものである。
以上のように、本論文は1980年代後半から90年代に大きく発展した苓人企業グループ.をアジアの経済発
展と絡めて県論的、実証的に分析している。
論文審査の結果の要旨
以下の理由により、上記論文を課程博u受与に値サると判断する。
本論文は、戦後アジアにおける華僑・華人企業の発展を分析したものである。日本でも特に80年代後半
から90年代に、華人企業をめぐる様々な議論がなされてきたが、多くの議論は華人財閥の成功を枯べ立て
るだけという傾向にあった。もとより華人企業はマルチナシ可ナルな性格を持ち、一国規模の統訪数字で
は捉えきれず、華人企業の経営実態は隠蔽された部分も多い。このため、本論文はその分析に個別のケー
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ススタディーとともに、アジア経済全体の発展を捉える経済理論が必要だとした。
本論文の特徴は、以下の諸点、としてまとめることができる。
(l)華人企業グループをアジア経済全体の歴史的発展から位置づけた点。個別の華人企業グループに関
する研究は、最近特に培えてきている.さらに、華人経済を過度に評価する見解も多い。これに対し
筆者は、個別のケーススタディを通してアジア経済の発展における華人企業グループを位置づけた。
(2) 華人企業が戦後の「アジア新工業化」によるダイナミズムの影響を受けて発展し、経営の近代化に
より財閥から企業グループへ転換しつつある状況を提示したこと。華人企業は、外資の「受け手Jか
ら資本の r出し手」に転換する事により、経嘗規模の拡大と多角化が進んできたわけで、それに世代
交代も伴って経営の近代化が促進されたことを明らかにした。
(3) 華人企業グループは所在国・地域によって異なった特徴を持つのを示したこと。華人企業は一括し
て扱うことはできないが、地縁、血縁、業縁による相E扶助、自在な意志決定、事業の多角化、情報
ネットワークの重視では共通しており、それぞれの国・地践における歴史的な発展を受けながら現地
化を進めてきたことが追求された。
本論文は、華人企業グループの事例研究としては、必ずしも量的に十分なものではなく、個別ケースの
分析についても荒削りなところが多い。とはいえ、先行研究が極めて少ない分野に精力的に取り組み、エ
スニシティーを過度に強制する議論に対し、真撃なケーススタディーを積み重ねることで、国・地域の違
いによる華人企業の実態を明らかにした。とりわけ筆者は、総合的なアジア研究の歴史理論的な視点、の確
立に努め、華人企業グルーフの形成過程を特徴づけてきた点で評価することができる。
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